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(Causalinteraction)と、背 景 に ある状 態 特 性
















































































































































ーンがパートナーとの愛情や 関係 への評価 、外部へ
の排他性 を生み出し、それら状態特性が事象の生起






























































































































































































































































変 数 の得 点化



























































相 互 作用 パターンと関係 評価 の相互 関係












本研 究は、因果分析 に基づいた対人関係 のモデ
ルから、恋愛関係の相互作用パターンが関係安定性
に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。
相互 作 用パ ターンと愛情 ・関係 評価 の関 係
相 互作用パターンの特性 と愛情との関係を正 準相
関分析で検討した結果、「強く親しさを伝える、付き合
ってから日が浅 い」パ ターンは 「恋愛」が高い、また
「頻繁に親しさを伝える、付き合ってから長い」パター
ンは 「友愛」が高いことが明らかとなった。
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1)「CausalCondition」の訳は本来 「因果 条件 」とな
るべきであろうが、ここでは対人 関係 システムの状
態 すべ てを含 む領 域 という意 味 であえて 「状態 特
性 」という訳語を用いた。
2)こ こでの「パターン(型)」という語 は付 き合 い方 が
型にはまっているのではなく、恋愛 関係 に共通する
構造が含 まれていることを意味している。すなわち、
相互 作用パターンによってこそ我 々は恋 愛 関係 を
恋愛 関係 として認 識できるということができるかもし
れない。これはWishetal.(1976)の対人関係の認
知次元の議論 と関連している。
3)こ のモデルでは、一方 向ル ープしか仮定 していな
い。すなわち、相互 作用パ ター ンは事象 生起 の領
域 に直接影 響を及 ぼすのではなく、状 態特性 の領
域を介 して間接 的に事 象生起 に影響 するということ
である。
4)自 己言 及性を扱 う方法 論として、ゲーム理 論やセ
ルラーオートマトンのようなシミュレーション・モデル
が考えられる。
    The effect of  interaction pattern on the relationship  evaluation and 
          degree of love to partner in romantic relationships 
Hiroshi SHIMIZU (Graduate School  of  Human Sciences, Osaka University) 
Ikuo DAIBO (Graduate School  of  Human Sciences, Osaka University) 
 The purpose of this research was to reveal that stability of romantic relationships was predicted by interaction in 
couple. At first, we argued about Causal Analysis of Kelley et al. (1983) who focused on interaction in dose 
relationships, and suggested a model that  close relationships were classified into three domains (Phenomenon 
occurrence, Interaction pattern, Causal condition). Then, based on the model, how the interaction pattern in romantic 
relationships affects the relationship evaluation and degree of love to their partner were examined. The participants 
were 119 undergraduates (74 male, 45 female) who were currently involved in romantic relationships. The results of 
the analysis howed that participants who expressed closeness strongly and had dated with their partner for a short 
period tended to feel passionate love, and that participants who expressed closeness frequently and had dated with 
their partner for a long period tended to feel companionate love. Moreover, participants who showed closeness 
frequently and strongly gave their relationships high evaluation i  cognitive aspects. 
Keywords: interaction pattern, love, relationship evaluation, romantic relationships, Causal Analysis
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